
 

 

 

区 開催回数 状 況 

中 央 
4 回 

(8,10,12,3 月) 

 推進協に４分科会を設置し、計画の着実な実行のため、取組の

目標設定、課題整理及び活動手順の検討、進捗状況の確認、先

行事例の紹介等を行うことを決定 

 分科会のメンバーは必要に応じて委員以外の増員も可 

 ２４年度の開催回数は１０回に増やす予定（推進協議会５回、

分科会５回） 

 町内自治会へアンケート調査を実施し、取組状況をとりまとめ 

 地区部会へヒアリングを実施し、取組状況をとりまとめ 

花見川 
4 回 

(7,10,12,3 月) 

 区計画の写しを全自治会に配布 

 地区部会の活動エリア毎に、現状を把握し今後の対応を検討で

きるよう計画の進捗状況調査を実施 

 推進協内で多数の実践事例を紹介し、委員を通じて地区部会等

にまで周知させることを開始。 

稲 毛 
4 回 

(6,9,11,3 月) 

 推進協委員をグループ（地区部会の活動エリアを基準に４グル

ープ）分けし、所属団体等による計画の推進について議論を開

始。 

 推進協内で多数の実践事例を紹介し、委員を通じて地区部会等

にまで周知させることを開始。 

 計画推進のための検討会を設置し、来年度以降の検討を行うこ

ととした。 

若 葉 
４回 

(７,9,11,3 月) 

 要綱を改正し、推進協の機能に関係団体への周知と助言を追加 

 推進協に周知方法等の検討を行う運営企画委員会と周知等を実

践する２分科会（町内自治会・地区部会）を設置 

 年 4 回発行の推進協だよりの名称を福祉だよりに変更し、身近

で親しみやすい広報誌とした。 

 町内自治会分科会で加曾利新和自治会他１７自治会を訪問し、

地域福祉計画等を説明 

 地区部会分科会で１３地区部会へのヒアリングを実施し、課題

を整理 

緑 
５回 

(６,８,10,12,2月) 

 各地域・団体の重点目標を設定し、各回の協議会でそれぞれの

活動を報告し情報共有及び協議検討を行った。 

 計画を具体的に進めるため、推進協に４小委員会（㋐災害時障

害者対応、㋑見守りネットワーク構築、㋒災害時マップづくり、

㋓学校生徒と施設入所者との交流）を設置 

 ㋐では災害時障害者対応をまとめたリーフレット作成㋑では美

浜区の先進事例視察を参考に具体的な実施方法を検討中、㋓で

は２小学校、４中学校と５軽費老人ホームに協力依頼し交流事

業開始、なお㋒ついては２４年度より検討予定。 

美 浜 
3 回 

(７,1２,3 月) 

 区内の町内自治会長にアンケートを行い、社協地区部会の活動を含め

て地域毎等の計画の実践状況を取りまとめ 

 町内自治会へのアンケートの取りまとめ結果を町内自治会長に送

付・周知 

 今後、取りまとめ結果を共有し、各地域での取組みへつなげていく 

 推進協内で区内の実践事例を紹介し、委員を通じて地区部会や自治会

の活動に活用してもらうことを開始。 

平成２３年度各区地域福祉計画推進協議会の状況 


